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大学教育再生加速プログラム 最終報告書 刊行にあたって          

 

本学は平成 26 年度に文部科学省大学教育再生加速プログラム（AP）のテーマⅠ・Ⅱの複合型（ア

クティブ・ラーニングと学修成果の可視化）として選定され、6 年間の歩みを進めてきました。 

これまでも本学は、教室内授業におけるアクティブ・ラーニングの推進やグローバルスタディやサ

ービスラーニングなどの教室外体験の整備を行い、教育方法の充実を図ってきました。また、開学当

初より、GPA 制度、学修支援センター、初年次教育、教育目標の明確化、ルーブリック評価、到達確

認試験などを他大学に先駆けて導入・実践し、教育改革を実践してまいりました。 

本学の「AP 事業」は、これらの教育実践を基盤として、インターンシップを糸口に①アクティブ・

ラーニングの推進、②学生の自己評価能力向上、③学生ピアサポートの充実、④学修成果の可視化推

進、⑤チューニング結果による教育プログラム改善、などを推進していくことで、「産業界と大学の学

生評価の不連続の解消」に取り組んできたことになります。 

 これらの取り組みの中で、評価の不連続を“解消”する大きな成果を上げたという段階にまでは至り

ませんでしたが、受け入れていただいた企業等の皆様方の多大なご協力もあり、評価観の共有に関す

る方法論や質的な部分では、着実に前進した手ごたえも感じているところです。 

 これらの成果を社会に還元し、他大学にも活用していただけるように、情報の共有・発信に努める

とともに、取り組みの中で生まれた「学修成果サマリー（ディプロマサプリメント）」の汎用化や、課

題解決型ゼミナールへの展開などの大きな課題を今後も追求し、大学と社会との接続に向け尽力して

まいります。引き続き皆様のご理解とご協力をお願い致します。 
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